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モ ロ ヘ イ ヤ う ど ん こ 病の発生 と そ の病原菌

あ ぴ こ
山 林水産省野菜 ・ 茶 業 試験場 我 孫 子

かず
春日 雄

は じ め に
モロへ イ ヤ ( Corchoms oLiton'lIs L.)は ， 広く熱 帯 に

栽 培 されて いるシナノ キ 科 ( Til iaceae)の植 物 であ る
が ， 近年の健康食品 ブームを 反映し て ， ミ ネラ/レや ビタ
ミ ンを 豊富 に含 んだ野菜とし て我が国の各地 で感 んに 栽
培 されて いる。 1997年10 月 ， 農林水産省野菜 ・ 茶 業 試
験場 の圏場 に 栽 培 されて いるモロへ イヤ に ， 白粉状の 菌
叢を 生 じ るう どんこ病が発生した。 本 病は我が国 では未
記録と考え られたの で， 本 病原菌の接 種試験 ， 形態 観察
等の結 果 に つ いて学会 で講演 発表した (我孫子 ・ 萩原，

1998)。 筆者らが講 演 発表し た ほ ぽ 同 時 期 に TANDA
(1998) は ， 東京 農業 大 学内 で本 病の 発生を確認し ， 公
表し た。 ここ では ， 筆者らの 観 察 結 果 に 加 え ， TANDA 
(1998)の研究結 果も引用し ながら， 本 病の 発生状況 や

その病原菌 に つ いて解説し ， 参考 に供した い。

I 発 生 状 況

1 病徴 お よ び標徴
う どんと 病 菌の 菌 叢は ， 葉 では表裏両 面 に 生 じ ， また

緑 校 や さやの表 面 にも白 い粉状の 斑点とし て 生 じ る
( 図ー1)。 葉 などに 生 じ た 菌 援は ， のち に表面の 菌 放が薄

くなっ て淡褐色 に なり， 汚斑点とし て残 る。 菌 殻は展 開
途中の新築や新梢 よ りも展 開後の 成葉や緑校 に 現 れ， 被
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筈 が著し い。 また ， 老 化し た 校 や 茎 に は 菌 叢を 生 じ な
い。 盛 んに 伸長し て いる上部位 よ りも ， 下位の葉 に 発生

して いることが多 い。 この た め ， 実 際 に 収穫 される部位
に は ， 被害はあ まり発生し な いと思わ れる。 しかし ， 下
位葉にお ける被害に よ る生産 力 への影響 や 発生 に 好適 な
環境条件下 での被害発生の有無 に つ いては不明 であ るの

で， 今後明 らかに する必要があ る。 なお ， 採 種用の植 物
では ， 各部位に 激し く発病し ， 1漬 物体を 衰弱 させ る。

2 分布状況
現在までに我が国 で， 本 病の 発生を確認して いる地域

は ， 三重県 と東京都 であ る。 他の府県 での 発生 に つ いて
は不明 であ るが ， 詳細 に 観察すれば 発生して いる可能性
は高し ミ。

E 病原菌の特徴

筆者らは ， 権病植 物を 秋の終わりに なっ て落葉するま
で観察し続 けたが， 病原菌の閉子の う 殻は確認 されず ，

分生子世代のみ認めた 。 一方 ， TANDA (1998) は ， 11 月
中は分生子 世代を 観察し て いたが， 12 月 に 病 原 菌 の 閉
子の う 殻を 認めて いる。 そ し て ， 病 原菌の形態からモロ
へ イ ヤ に は2 種類の う どんこ病 菌が寄生し て いることを
明 らかに した。 次に 2 種の う どんこ病 菌の形態 的 特 徴お
よ び 類似 菌 との比較に つ いて 述 べ る。

1 Sphαero thecα fuscα ( FIl1ES) B LU MEIl e m .  

BRAUN 
( 1 )  病原菌の形態
本 病 原 菌 は ， 筆者らが分 生 子世代を ， また TANDA

(998)が ， 分生子世代と閉子の う 殻世代を 確認したも
の であ る。 こ れに よ れば ， 菌糸 は ， 葉 ， 緑校 ， さゃ など
の表皮 上 に分岐し ながら表生し ， 幅5�9 μm で， とこ
ろ どころ に 乳 頭状の付 着器と分生子柄を形 成した。 分生
子柄は表生の 菌糸からほ ぽ垂直 に分l岐し ， 基部はほ ぼ直
線状 であ るが ， わずかに 湾曲するものもあ り， その長さ
は63�125 μ111 であ っ た ( 図-2 )0 Foot-cell は ， 全長に
わた りほ ぽ 同幅 で12�16 μ 111 ， 長 さ33�54 μ 111 ( 平均
40 μ111) であ っ た 。 分生子は分生子柄の先端に 鎖生し ，
無色 ， 単細胞 ， だ円~長だ円形 ， 内 部 に フィブロシ ン体
を 有 し て い た ( 図ー3)。 大 き さ は 31 .2� 41 . 6 X
16 .5�20 . 8 μ111 ( 平均37.6 X18.6 μ111) であ っ た 。

平田 (1942 ，1955)の方法 に 準 じ て 発芽管の形態を 観
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図 - 2 分生子柄お よ び表生菌糸

図 - 3 分三l子
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察 した結 果 ， 分生子の側面や 肩の部分から太 い一本の発
芽管を 生 じ ， そ の形態は平 田 (1955)の いうSphae1'O'
tlteω fuliginea型に 該当する( 図-4)。

閉子のう殻は校上に 散 生~ 群 生 し， 球形~亜球形 で，
暗 褐色 ， 直 径75�104 μ m ( 平 均90 .2 μ 111)。 殻 壁 細 胞

は不規則 で大 き く 2 1�57 x 14�29 μ m 。 付属糸は閉子
のう殻の底部から4 �8 本 生 じ ， 菌糸状 で分岐 せ ず ， 長
さ61 �2 39 μ m 。 子のうは1 {I�I で， 卵形 あ る いは亜 球

形 ， 54 �79 x 54 �61 μ 111 ( 平 均68.2 x 54.9 μ 111)。 子の
う胞子は7�8 個 ま れに 6 個 子のう中に 含 ま れ， 無色 ，
だ円形~亜 球形 ， 頼 粒体に 富 み ， 14 �2 7 x 1 3� 18 μ m  

( 平均22.2 x 15.1 μ111) 。 以 上の形態 的 特 徴か ら， 本 病

図 - 4 分生子の発芽管
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原菌 は Sphaerotheca ルsca (FRlES) BLUMER em. BRAUN と
同 定 さ れた (表-1 ) 。

( 2 ) 既知 の う ど ん こ 病菌 と の比較
本病原菌の形態的特徴や宿主植物 と の 関係 を既往の文

献 と 比較す る と ， 次 の と お り であ る 。 我が国 で は ， シ ナ
ノ キ 科 に 寄 生 す る う ど ん こ 病 菌 と し て ， 和 田 ・ 平 田
( 1970) に よ れ ば， ツ ナ ソ に は Sphaerotheca ルliginea，
シ ナノキ に は Uncinula clintonii， U. m�シ'abei お よ び
Oidium sp.， オ オ パ ボ ダ イ ジ ュ に は U. miyabei が， そ
れぞれ寄生す る と さ れ て い る が， モ ロ へ イ ヤ に 寄生す る
菌 の 記録 は な い。 ま た ， AMANO ( HlRATA) ( 1986) に よ
る 世界的 な う ど ん こ 病菌の地理的分布 と 宿主植物の リ ス
ト で は， モ ロ へ イ ヤ に 寄 生 す る Eηsiphe cichoracea. 
rum， Leveilulla taurica， Sphaerotheca fuliginea の 3 種
が ス ー ダ ン に ， ま た 形 態 の 詳 細 は 不 明 で あ る が，
Oidium sp. がカ ン ボ ジ ア ， イ ン ド ， レ ノ fノ ン， マ レ ー
シ ア に発生 し て い る と さ れて い る 。 本病原菌の分生子世
代 の 形態 的特徴 は， こ れら の う ど ん こ 病菌の 中 で は S.
ルJ留mea に 最 も 近似 す る 。 と こ ろ で， 平 田 ( 1942) は
分生子の発芽管が二 ま た に 分岐 し て い る も の と 一本の も
のが混 じ っ て い る の も ， S. βtliginea の 一つ の特徴 と し
て い る 。 こ れ に対 し て ， 本病病原菌 の分生子の発芽管で
は， 一本 の も の のみで二 ま た 分岐の発芽管 は認められな

か っ た 。 し か し ， 発芽管 は 基部近 く から急 に 太 く な り ，
先端 に 向 か つ て や や細 ま っ て い て ， 全体的 にずん ぐ り し
て お り ， S. ルl�包mea の 分岐 し な い発芽管 の特徴 を 示 し
て い る の で， S. βtliginea (= S. fusca) と 判断 さ れた 。

一方， BRAUN ( 1987， 1995) に よ る 最近 の 研究 で は，
シ ナ ノ キ 科 に 寄生 す る う ど ん こ 病菌 と し て ， Erysiphe 
doidgei U. BRAUN ， Leveillula taurica (LEVEILI心 AllNAUD ，
Microshaera tiliae El iade ， Phyllactinia guttata 
(W ALLROT H :  FRIES) LEVEILLE の 4 菌種が挙 げられて い る 。
E. doidgei は外部寄生性で， 分生子 は単生 し ， フ ィ プ ロ
シ ン体 を 欠 く 。 L. taurica は 内部寄生性で， 舟形~長 だ
円 形の分生子 を 単生， ま た は 2�3 鎖生 し ， フ ィ プ ロ シ
ン体 を 欠 く 。 M. tiliae は 外部寄生性で， だ 円 形 の 分生
子 を 単生 し ， フ ィ ブ ロ シ ン体 を 欠 く 。 P. guttata は半内
部寄生性で， こ ん棒形~長だ円形の分生子 を単生 し ， フ
ィ プ ロ シ ン体 を 欠 く 。 こ れらの 4 菌種 は， 本病原菌 と は
寄生様式， 閉子の う 殻世 代 お よ び分生子世 代の形態で明
らか に 異 な る 。 以上の形態的特徴お よ び既知 の う ど ん こ
病菌 と の比較から， モ ロ へ イ ヤ に 寄生す る う ど ん こ 病菌
は S ルsca (FRIES) BLUMER em. U. BRAUN と 判断 さ れた。

な お， 従来 ウ リ 科作物や キ ク 科草花 に 広 く 寄生す る う
ど ん こ 病 菌 の 学 名 に Sρ haero theca fu liginea 

(SC HLEC HTENDA HL : FRIES) POLLACCI が 当 て ら れ て い た が
( 日 本植物病理学会， 1993) ， 大谷 (1988) は， 北海道大
学 に 保 管 さ れ て い る 多 数 の 標 本 を 精 査 し ， 菌 名 に
Sphaerotheca fusca (FRIES) BLUMER em. BRAUN を採用 し
た 。 最近 に な っ て ， 野村 ( 1997) は， 自 ら採集 し た 多 数
の標本 を 調査研究 し ， そ の モ ノ グ ラ フ に は， ウ リ 科作物
の う ど ん こ 病 菌 と し て Sphaerotheca cucurbitae 
(JAαEWS KI ) Z. Y. Z HAO， ま た キ ク 科草花 の う ど ん こ 病菌
と し て Sphaerotheca fusca (FRIES) BLUMER em. BRAUN を
採用 し て い る 。 こ の た め ， 本稿 に お い て も Sphaeroth.
eca fu liginea ( S C HI.EC HTENDA HL F RIES ) P OI.LAじじ! と
Sphaerotheca ルsca (FRIES) BLUMER em. BRAUN の両病菌
名が混合 し て 記述 さ れて い る が， こ れ は筆者が引 用文献
から忠、実 に 記述 し た た め であ る の で， 容赦 し て い た だ、 き
た い。

2 Erysiphe caucasica SIMONIAN var. corchori 
TANDA 

( 1 )  病原菌の形態
本病原菌 は TANDA ( 1998) が， 分生子世代 と 閉子の う

殻世代 を確認 し た も の で， 新 し く 変種 と し て 記載 し た 。
こ れ に よ れ ば， 菌糸 は， 葉， 緑枝， さ ゃ な ど の 表 皮上 に
分岐 し ながら表生す る 。 分生子柄 は表生の菌糸 からほ ぼ
垂直 に 分岐 し， 基部 は ほ ぽ直線状であ る が， わずか に 湾
曲 す る も の も あ り ， 2�4 細胞からな る 。 Foot-cell は ，
円筒形で， 幅 8�10 μm， 長 さ 22�35 μm (平均 29.1 x 
8 .7 μm) であ っ た 。 分生子 は分生子柄の 先端 に 単生 し ，
無色， 単細胞， だ 円~長だ 円形， 内部 に 空泡 を 有 し ， フ
ィ ブ ロ シ ン 体 を 欠 く 。 大 き さ は 27�37 X 16�21 μ m  
(平均 31 .7 X 17.3 μm) であ っ た 。

閉 子 の う 殻 は 散生~群生 し ， 球 形~亜 球 形 で， 暗褐
色， 直 径 7l�100 μ m ( 平 均 89 .7 μ m) o 殻 壁 細 胞 は 不
規則 で， 小 さ く 14�25 X 9�14 μm。 付 属 糸 は 子 の う 殻

の 底 部 か ら 4�12 本 生 じ ， 菌 糸 状 で 分岐 し な い。 通 常
1�2 隔壁 を 有 し ， 長 さ 32�236 μm。 子 の う は 3�5 個
(平 均 4 .0 個) で， 卵 形 あ る い は 亜 球 形， 43�68 X 
25�43 μm (平均 53 .5 X 33 .8 μm) 。 子 の う 胞子 は 2�4
個 (平均 3 . 3 個) 含 ま れ， 無色， だ 円 形~亜球形， 頼粒
体 に 富 み， 13�24 x 9�14 μ m ( 平 均 17.7 X 1 1 .2 μ m)
であ っ た (表ー1) 。

( 2 ) 既知の う ど ん こ 病菌 と の比較
本病原菌 と 近似の菌種 と し て は， II 章 1 節 ( 2 ) で挙 げ

られて い る E. doidgei U .  BRAUN があ る 。 う ど ん こ 病菌
の分類基準 に な っ て い る E. doidgei の 各器官 の形態 は ，
本病原菌 と 極 め て よ く 類似 し て い る 。 し か し ， BI1AUN 
( 1987) に よ れ ば， E. doidgei の 関 子 の う 殻 の 付 属 糸 は
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極め て 長 い こ と が特徴 に な っ て お り ， 閉子の う 殻直径 の
1�5 倍 と の 記載があ る 。 こ れ に 対 し て ， 本病原菌 の 付
属糸 は子の う 殻直 径 の 半分�2 倍弱 であ る こ と から， 明
ら か に 異 な っ て い る 。 ま た ， 本 病 原 菌 は ， BR A UN 

( 1987) の 記 述 に よ る キ ク 科 植 物 に 寄 生 し て い る E.
caucasica SlMONIAN と 極 め て 良 く 類似 し て い る 。 し か し ，
E. caucasica の子の う 胞子 は ， 本病菌 よ り い く らか細長
い。 ま た E. caucasica の宿主 は ， キ ク 科植物の 1 種のみ
が記録 さ れ て い る 。 よ っ て ， T ANDA ( 1998) は， 本病原
菌 と は や や 異 な る と し ， E. caucasica の 1 変種 と 結論づ
げ た 。

皿 病原菌の寄生性

1 子の う 胞子 に よ る 接種試験

TANDA ( 1998) は ， 閉 子 の う 殻 を 観察 し た 翌 年 に ， 2 
種の う どん こ 病菌の子の う 胞子 に よ る 接種試験 を行 っ て
い る 。 多数の閉子の う 殻が認 め られ る モ ロ へ イ ヤ の葉 を
野外で初夏 ま で保存 し た 。 初夏 に な っ て ， モ ロ へ イ ヤ の
葉柄 に セ ロ ハ ン テ ー プで擢病葉 を 貼 り 付 け ， 被接種植物
を温室 に 保 っ た 。 も ち ろ ん， 擢病葉上 の閉子の う 殻中 に
は 多数の生 き た 子 の う 胞子が含 ま れて い る こ と を顕微鏡
下であらか じ め確認 し て い る 。 そ の 結果， 9 月 中旬 に 薄
い菌叢が葉上 に 現れ， そ れ は し だ い に 艦大 し た 。 こ の試
験結果から， 擢病葉上 で越冬 し た 子 の う 胞子 に よ っ て 一

次伝染す る こ と が判明 し た 。
2 分生子 に よ る 接種試験

筆 者 ら は， 1998 年 10 月 発 病 葉 上 に 形 成 さ れ た S.
fusca の 分生子 を 健全 な 苗 に 絵筆 で軽 く は た い て 接種
し ， 気温約 20.Cの 温 室 で頭上潜水 を 避 げ て 管理 し た と
こ ろ ， 5 日 後 に モ ロ へ イ ヤ の葉 に 新 し い菌叢 を認め た 。

TANDA ( 1998) は， モ ロ へ イ ヤ から得た 2 種の う どん
こ 病菌の分生子 を 筆者ら と 同様 な 方法でモ ロ へ イ ヤ に 接

種 し て 発病 を認 め た 。 し か し ， S. fusca の 宿主 と さ れ て
い る ウ リ 科 ( キ ュ ウ リ ， ペ ポ カ ボ チ ャ ， ス イ カ ) や キ ク
科 ( ゴ ボ ウ ) 上 の う どん こ 病菌 の 分生子 を モ ロ へ イ ヤ に
接種 し た が， 発病 は認められな か っ た 。

以上の子の う 胞子お よ び分生子 に よ る 接種試験から，
モ ロ へ イ ヤ に 寄生す る 2 種の う どん こ 病菌 は ， モ ロ へ イ
ヤ だ け で生活史 を 全 う し て い る と 考 えられ る 。 し た が っ
て ， こ こ で述べた 2 種の う どん こ 病菌が我が国 に 以前 か
ら存在 し て い た 菌種から突然変異 など に よ っ て 新 た に 宿
主 を拡大 し た 結果 に よ る の か， そ れ と も ， 何らか の機会
に よ っ て外国から侵入 し て き た か， の い ずれか と 考 えら
れ る 。 こ の 点 に つ い て は， う どん こ 病菌 の 進化 を研究す
る 上で は興味のあ る と こ ろ で あ る が， 明らか で は な い。

本稿 を 草す る にあた り ， 貴重 な 研究成果 を 随所 に 引 用

さ せ て い た だ い た 東京農業大学農学部教授 丹 聞誠之助
氏 に 厚 く お礼申 し 上 げ る 。
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